
　現在における地域開放のあり方は、学校として機能していない時間帯や子供や教師との関わりのないところで行われている。しかし、今後は教育内容と教育活動に必要な地域の人的・物的資源を含めて活用しながら効果的に組

み合わせることが重要であり、地域の居場所であると同時に、地域の文化教育を行う場が必要であると考える。

　本計画においては、多国籍地域である横浜市泉区上飯田町を対象としたケーススタディとして、今までの単に地域の居場所提供としての地域開放ではなく、地域と協働して子供たちを教育していく新たな地域協働型小学校の姿

を提案する。

- 多国籍地域である横浜市泉区上飯田町を対象としたケーススタディ -
小学校と地域センターの複合による地域協働型小学校の計画
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計画の目的

　　計画敷地は神奈川県横浜市泉区の「飯田北いちょう小学校」の建て替
え計画として計画する。「飯田北いちょう小学校」は、外国籍児童が数多
く在籍していた「いちょう小学校」と統合されて生まれた小学校のため、
現在も外国にルーツのある子供達が全校生徒の約半数となっている。教育
上、言語や文化の専門的なサポートを必要とする「飯田北いちょう小学校」
では、現在、地域と協力した多文化共生の学校づくりを目指している。
　この地域では今でも外国人が移り住んでおり、国別のコミニュティの偏
りや日本人の高齢化による若い外国人の自治体への参加が課題となってい
る。そこで、多文化共生という教育理念を軸とした教育を中心に、多民族
の共生目指した拠点施設としての小学校を計画する。

計画敷地
3-1 計画敷地　神奈川県横浜市泉区

3-2 外国籍児童増加の背景　
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4-1 プログラムの構成
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　1980 年に隣接する大和市にインドシナ難民定住促進センターが開設されたことなどを背景に、難民定住促進
センターでの研修を終えた難民の人々などが多くいちょう団地に住むようになった。そのため、1990 年代以降、
いちょう小学校では、外国籍児童および外国にルーツのある日本国籍児童が増え始め、全校児童の半数が外国に
ルーツのある児童になり、多文化状況にある小学校となった。

神奈川県営いちょう団地 廃校した横浜市立いちょう小学校 インドシナ難民定住促進センター

ゾーニング図

　敷地は団地と住宅街の境界に位置する敷地である。児童や地域住人が両側からアクセスのできるパスを境に地域
開放エリアと学習エリアで構成する。
　地域開放エリアは、小学校の管理諸室と特別教室、体育館、カフェ、学習エリアは小学生の教室と地域図書館で
構成している。校務センターのある管理エリアが中心にあることで、登下校時の児童や地域エリア利用の地域住人
に視線が行き届く計画となっている。

   いちょう団地
（外国人多数居住）

 　　 住宅街
（日本人多数居住）

5-1 団地と住宅街の境界にある敷地に配慮した配置計画

1.いちょう団地と住宅街の境に位置する敷地 2. パスを軸に地域エリアと学習エリアをゾーニング

バス停

3. 地域エリア：カフェ , 管理 , 体育館　
    学習エリア：小学校教室 , 地域図書館 , 図書教室
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　上の図は、現在の飯田北いちょう小学校の学区を示したものである。横浜市泉区の調査によると、外国人の人口
は泉区の中でも上飯田町（いちょう団地）が最も多く、住人の多くは、隣接する大和市の高座渋谷駅を利用してい
ることがわかった。( 図６より ) 小学校区によるコミュニティがあるにもかかわらず、泉区の外国人の多くの拠点は
隣接する大和市の高座渋谷駅周辺となっている。
　そこで、外国人の多く住む団地と住宅街の境界に位置する旧いちょう小学校において飯田北いちょう小学校の移
転計画として建て替え計画を行う。そして多民族の共生を目指した拠点施設を計画することで、本来のコミュニティ
区内において、多民族が共生してしていく拠点ができると考える。

　　多民族共生拠点を設計するにあたって、外国人にとっ
て情報提供の場である横浜市立図書館の現在の状況にい
て調査考察を行う。現在の横浜市における図書館の分布
が上の図になる。現在は区ごとに１つの図書館が設置さ
れているものの、外国人の利用要求を満たせていないの
が現状である。
　本計画において、こちらの横浜市の図書館ネットワー
クから独立し、多文化共生を育むための情報提供の場と
して、図書空間を中心とした地域センターを小学校に複
合することで、多民族の共生のための情報提供と活動の
場となる拠点施設の計画を行う。

3-3 小学校区調査と考察
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計画概要

設計概要

3-4 横浜市の図書館調査

横浜市立図書館組織図

横浜市の図書館分布
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　これまで述べた敷地の条件を踏まえて、多民族の共生を目指した拠点施設として、小学校教育と地域教育が
連携できるプログラムを構築する。
　多民族の共生を目指したプログラムとして、日本の様々な情報を提供、学習することのできるプログラムを
計画する。語学スクールや多文化ギャラリー、図書空間を中心に計画することで、外国人への情報提供と日本
人への多文化の発信を行える施設を目指す。

　現在における地域開放のあり方は、学校として機能していない時間帯や
子供や教師との関わりのないところで行われている。しかし、今後は教育
内容と教育活動に必要な地域の人的・物的資源を含めて活用しながら効果
的に組み合わせることが重要であり、地域の居場所であると同時に、地域
の文化教育を行う場が必要であると考える。

　教育環境において、多様化、複雑化、国際化していく中で、教員中心の組
織づくりだけでは疲弊してきているのが現状である。
　多国籍地域においては、特に多民族の言語や文化を専門的に地域や子供達
に発信していく人材が求められ、教員と専門スタッフが連携しながら、地域
も子供達を育成していく教育組織を形成する必要がある。同時に多文化の情
報を日常的に入手、学習することのできる環境づくりが必要となってくる。

1-1 学校教育と生涯教育が関わりのない地域開放

1-2 複雑化、多様化、国際化する教育環境

　本計画においては、言語や文化的な壁など課題も多く、地域コミュニティ
に偏りが生じてしまっている外国人が地域社会の構成員として共に地域活
動を行える環境を作っていくことを目的とする。また、地域センターを複
合するにあたって、図書を中心とした地域センターを複合することによっ
て子供たちの学習する場においても、充実した調べ学習、探究的な学習が
行える計画をすることを目的とする。

2-1 学校教育と生涯教育が連携する教育施設の提案

2-2 小学校と地域センターの複合による多民族共生の拠点の提案

　本計画においては、学校教育と生涯教育が連携する新たな教育施設を計
画することで、地域と協働しながら子供たちを教育して行く共同体を形成
することを目的とする。子供たちへの教育を通した地域コミュニティを形
成することで、本来の小学校区において、学ぶ意志のある多世代のコミュ
ニティが広がって行くことを考える。
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ネットワークを補完する役割としてとして提案

図 3. 外国籍児童増加の背景

図 4. 公共施設の分布・コミュニティ区割

図 6. プログラム構成

図 1. 俯瞰パース

図 2. 神奈川県横浜市泉区航空写真

図 5. 横浜市立図書館調査

( 出典：「多文化」をまちづくりの切り口に http://gpf.jp/2657/)

( 出典：Googleearth を基に筆者一部作成 )

( 出典：横浜市の図書館 2018 ( 横浜市立図書館年報 ) を基に筆者一部作成 )
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5-5 構造計画
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　耐火構造棟として鉄筋コンクリート造を挿入することによって、大規
模木造建築として成り立たせる計画を行う。中央の地域センター実習エ
リアを鉄筋コンクリート造、小学校教室、地域センター側を木造として
計画する。
体育館においては、アプローチ空間との連続性を持たせるために、鉄骨
のトラス構造によってフルオープンできる計画とした。

低学年オープンスペース家具

高学年オープンスペース家具教室ユニットアクソメ図

5-4 居住性向上のためのクラスユニットとオープンスペース家具の計画

8000mm

2000mm

　地域がセンターと小学校が共有する実習部門では、時間によって使われ方が変化する。地域の人を招いた授業等の活動においても実習部門が利用され、
地域と小学生が繋がりを持てる空間となっている。
　また、中庭を挿入することで日常的な視線の繋がりや、実習活動の延長としても使うことができ、日常的に地域や学校の活動を可視化する役割をする。

5-2 プログラム間の行き来を可能とする履き替え動線計画
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　学習エリアは、実習部門を挟んで小学校教室と地域図書館がレイヤー状に重なっている構成と
なっている。
履き替え動線として、図書館は土足利用、図書教室は上履き利用となっており、地域住人は図書
教室利用者のみ履き替えを行う。児童は各教室に配置された昇降口からそれぞれの教室にアクセ
スし、地域図書館利用時には、下足に履き替えを行う。児童の利用頻度の高い児童向けの図書空
間に関しては、上履き利用のままアクセスできる構成となっている。
　外国人の利用頻度の高い言語教室はエントランスに近くに配置することで、下校時の児童や、
カフェ利用者との視線的な繋がりを生む計画としている。
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5-3 地域と小学生のに繋がりを持たせる断面構成

　クラスルームにおいては 2000mm×8000mmの昇降口と水回りを収めたスペースを挿入することで、子供たちが自由に外部や地域センターに行くこ
とができる計画とした。また水回りがあることによって小学校のクラスルームとしての居住性の向上を図る。 昇降口上部は空調設備を収めており、教室
内の天井高を高くとることができる。
オープンスペースには中庭に対して低学年には小上がりになった上履きを脱いで上がることのできるアルコーブを計画する。高学年には自習スペースと
してカウンター席を中庭に沿って配置する。こうした家具によって日常的に地域センター側を小学生は意識させながら学校生活を送ることができる。



AM10:30　地域の活動と小学校の活動が混ざり合うAM8:30　各教室の昇降口から小学生が登校する PM18:30　夕方には言語スクールに来た外国人と地域住人のコミュニティの場になる
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